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令和８年度 令和８年度

町
長
行
政
執
行
方
針

町
長
行
政
執
行
方
針

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
の

ま
ち
を
目
指
し
ま
す 

漁
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
羅
臼
町
の
中
心
産
業
で
あ
る
漁
業
は
、
今
と
て
も
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、

付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

「
海
業
」
推
進
地
区
に
認
定
さ
れ
て
い
る
羅
臼
漁
港
を

中
心
に
、
使
い
や
す
い
港
づ
く
り
や
将
来
を
見
据
え
た

整
備
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
知
床
半
島
の
携
帯
電
話
が
つ
な
が
り
に
く

い
地
域
の
解
消
に
向
け
て
、
衛
星
通
信
を
使
っ
た
実
証

実
験
を
行
い
、
安
心
し
て
操
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

観
光
の
振
興

　
道
の
駅
周
辺
を
含
む
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

「
未
来
創
造
会
議
」
で
の
議
論
を
も
と
に
、パ
ー
ト
ナ
ー

事
業
者
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
等
の
設
立
や
再

開
発
を
進
め
、空
き
番
屋
の
活
用
や
、体
験
メ
ニ
ュ
ー・

移
動
手
段
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
、
観
光
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

商
工
の
推
進

　
新
し
く
事
業
を
始
め
る
方
や
新
分
野
に
挑
戦
す
る
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
起
業
支
援
補
助
金
の
活
用
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
や
金
融
機
関
と
連
携
し
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

人
手
不
足
と
雇
用
対
策

　
人
口
減
少
や
人
手
不
足
が
進
む
中
、
移
住
・
定
住
の

促
進
や
関
係
人
口
の
創
出
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど

外
部
人
材
の
活
用
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に

仕
事
が
偏
る
状
況
を
踏
ま
え
、
複
数
の
仕
事
を
組
み
合

わ
せ
た
働
き
方
な
ど
を
検
討
し
、
通
年
で
働
け
る
環
境

づ
く
り
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す 

子
育
て
支
援

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
母
子

保
健
や
相
談
体
制
、
経
済
的
支
援
、
保
育
の
充
実
に
取

り
組
み
、
出
産
祝
金
や
紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
の
支
給
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

人
と
自
然
が
共
生
し
、
安
全
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進

　
地
熱
を
活
用
し
た
発
電
や
熱
の
利
用
を
進
め
、「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
を
目
指
し
、
設
備
導
入

の
調
査
や
、
市
街
地
へ
の
熱
供
給
の
強
化
、
温
泉
な
ど

の
有
効
活
用
を
進
め
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
充
実

　
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
き
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
は
利
用
者
が
増
え
て
い
る
た

め
、
本
格
運
行
も
見
据
え
た
見
直
し
を
行
い
、
今
後
も

移
動
手
段
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

水
道
水
の
供
給

　
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
古
く
な
っ
た
施
設

の
更
新
な
ど
を
進
め
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
取
り
組
み
ま
す
。

豊
か
な
心
身
を
育
み
、
明
日
へ
と
は
ば
た

く
ま
ち
を
目
指
し
ま
す 

教
育
の
充
実

　
幼
稚
園
と
小
学
校
を
統
合
し
、「
知
床
未
来
幼
稚
園
」

と
「
知
床
未
来
小
学
校
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
一
体
型
の
学
校
と
し
て
連
携
を
強
化
し
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
教
育
を
進
め
ま
す
。

　
羅
臼
高
校
に
つ
い
て
は
、
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す

る
た
め
の
環
境
整
備
や
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
魅
力
あ
る
高
校

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

持
続
的
な
行
財
政
運
営
が
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
ま
す 

持
続
的
な
行
政
運
営
の
推
進

　
「
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
窓
口
の
デ
ジ
タ
ル

化
や
電
子
決
裁
の
導
入
を
進
め
、
手
続
き
の
簡
素
化
を

図
り
ま
す
。
今
後
も
外
部
人
材
を
活
用
し
、
防
災
や
医

療
、
産
業
分
野
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
持
続
可

能
な
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

重
点
推
進
項
目

重
点
推
進
項
目



3 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

～
お
知
ら
せ
～　

　
こ
の
春
、
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
子
ど
た
ち
へ
﹁
緒
む
す
び
﹂
よ
り
心
ば
か
り
の
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
♪
良
い
眠
り
の
確
保
と
自
律
を
促
す
目
的
で
﹁
目
覚
ま
し

時
計
﹂
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

3 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

令和８年度

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引

き
出
す
教
育
の
推
進

・
羅
臼
幼
稚
園
と
春
松
幼
稚
園
、
羅
臼
小
学
校
と
春
松

小
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
、
本
年
４
月
、
新
た
に

「
羅
臼
町
立
知
床
未
来
幼
稚
園
」
と
「
羅
臼
町
立
知

床
未
来
小
学
校
」
を
開
設
致
し
ま
す
。

・
令
和
９
年
度
に
は
、
幼
稚
園
を
併
設
し
た
「
施
設
一

体
型
幼
小
連
携
校
」
と
し
て
再
編
し
ま
す
。

・
本
年
度
の
小
学
校
改
修
工
事
は
、
併
設
す
る
幼
稚
園

教
室
、
幼
小
一
体
型
の
職
員
室
を
設
置
、
園
庭
・
校

庭
等
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

・
羅
臼
町
幼
小
中
高
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
部

会
を
再
編
し
、
校
種
間
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

・
幼
児
教
育
で
は
、
小
学
校
を
含
め
た
全
教
職
員
に
よ

り
、「
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ

し
い
10
の
姿
」
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

・「
羅
臼
町
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、「
自
立
し

た
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
育
成
」
を
目
指
し
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育
主
幹
を
配
置
し
、
特
別
支
援
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

・
運
動
に
対
す
る
興
味
、
関
心
、
意
欲
と
運
動
能
力
向

上
の
た
め
、
幼
稚
園
年
長
児
と
小
学
校
全
児
童
を
対

象
に
、
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
ま
す
。

・
学
校
給
食
は
、
質
や
量
を
保
つ
と
と
も
に
、
安
全
安

心
で
美
味
し
い
給
食
の
提
供
を
心
掛
け
ま
す
。

・「
知
床
学
」
を
推
進
し
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

・
英
語
教
育
の
充
実
の
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
で
あ

る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
２
名
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

・
羅
臼
高
等
学
校
の
入
学
者
の
確
保
に
向
け
、
令
和
９

年
度
か
ら
の
全
国
公
募
を
目
指
し
、「
合
同
説
明
会
」

へ
の
参
加
や
、「
お
た
め
し
留
学
in
羅
臼
」
を
実
施

し
ま
す
。

 

学
び
の
機
会
を
保
障
し
、
質
を
高
め
る
環

境
の
確
立

・「
１
人
１
台
端
末
」
の
更
な
る
活
用
を
進
め
、
学
び

を
深
め
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」、
問
題
解
決
を
行

う
「
協
働
的
な
学
び
」
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

・
家
庭
内
で
の
「
１
人
１
台
端
末
」
の
利
用
ル
ー
ル
作

り
の
た
め
、「
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
20
／
22
」
に
取
り
組
み
、

生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

・「
羅
臼
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、学
校
、

家
庭
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を

一
層
強
化
し
、
組
織
的
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

・
不
登
校
対
策
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
関
係

機
関
等
と
連
携
し
、児
童・生
徒
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
安
全
安
心
で
楽
し
く
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

・
各
種
研
修
を
実
施
し
、
教
職
員
の
資
質
、
能
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

・
教
職
員
の
負
担
軽
減
等
を
図
る
た
め
、
業
務
の
効
率

化
を
図
り
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
と
歩
む
持
続
可
能
な
教
育
の
実
現

・
学
校
運
営
協
議
会
の
取
組
を
活
発
化
さ
せ
、「
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

・
子
育
て
と
家
庭
の
教
育
支
援
は
、
子
ど
も
自
律
、
親

育
ち
応
援
チ
ー
ム
「
緒
む
す
び
」
が
主
体
と
な
り
、

継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
関
係
組
織
や

団
体
と
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
重
要
性
を
共
有
し
、
次
代

の
担
い
手
の
養
成
に
努
め
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
を
支
援
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
機
会
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

・「
中
学
校
の
部
活
動
地
域
展
開
」
に
つ
い
て
は
、
生

徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
活
動
の
あ
り
方
を
示
し
ま

す
。

・
教
育
施
設
は
、
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
安
全
対
策

や
、
防
犯
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
す
。

・
春
松
小
学
校
校
舎
及
び
春
松
幼
稚
園
園
舎
は
学
校
施

設
と
し
て
の
役
割
を
終
え
ま
す
が
、
引
き
続
き
施
設

の
開
放
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

・
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と

連
携
協
力
し
、
町
民
の
学
習
・
文
化
活
動
を
支
え
ま

す
。

・
読
書
振
興
に
つ
い
て
は
、「
家
読
（
う
ち
ど
く
）
推

進
事
業
」
や
「
中
・
高
生
の
読
書
活
動
推
進
事
業
」

等
の
取
組
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

・
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
や
漁
業
の

歴
史
を
伝
え
る
漁
具
類
の
調
査
、
保
存
を
実
施
し
、

教
育
及
び
観
光
利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

重
点
推
進
項
目

重
点
推
進
項
目



4

令
和
８
年
度

羅
臼
町
の
予
算

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
64
億
５
千
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
も
９
億
２
千
万
円
程
度

増
額
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
増
額
の
主
な
原
因
は
、

地
方
債
の
元
利
償
還
金
や
町
営
住
宅
長
寿
命
化
工
事
・
小
学
校
併
設
幼
稚
園
改
修
工
事

に
よ
る
工
事
費
の
増
額
。
ま
た
、
全
国
的
な
賃
金
上
昇
に
よ
る
人
件
費
や
委
託
料
の
増

額
な
ど
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●全会計の予算
会計区分 令和８年度 令和７年度 伸び率％

一般会計 64億5,530万円 55億3,850万円 16.6

国民健康保険会計 9億3,142万円 9億3,821万円 △0.7

介護保険会計 4億9,189万円 4億9,006万円 0.4

後期高齢者会計 1億  991万円 8,638万円 27.2

診療所会計 2億6,989万円 2億  924万円 29.0

水道会計 2億6,083万円 2億6,352万円 △1.0

合　　計 85億1,924万円 75億2,591万円 13.2
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5 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

羅臼町の予算
●一般会計の歳入

歳入：自主財源 歳入：依存財源
町税 6億2,635万円 地方譲与税 1,826万円

分担金及び負担金 2,738万円 利子割交付金 20万円

使用料及び手数料 8,374万円 配当割交付金 200万円

財産収入 2,375万円 株式等譲渡所得割交付金 200万円

寄付金 7億円 法人事業税交付金 800万円

繰入金 12億4,036万円 地方消費税交付金 1億2,000万円

諸収入 3,945万円 環境性能割交付金 150万円

地方特例交付金 130万円

地方交付税 23億円

国庫支出金 4億1,847万円

道支出金 1億7,724万円

町債 6億6,530万円

計 27億4,103万円 計 37億1,427万円

【用語解説】自主財源：地方公共団体が自主的に収入しうる財源。
　　　　　 依存財源：国や県の基準に基づき交付、割り当てされて収入する財源。

歳入

商工費
３％土木費

３%

職員費
14%

総務費
31%

民生費
９%

衛生費
10%

教育費
15%

公債費
12%

議会費 １%予備費 0.5%

農林水産業費 ２%



6

●一般会計の歳出

歳出

町税
9.7%

寄附金
10.8%

地方交付税
35.6%

国庫支出金
6.5%

町債
10.3%

繰入金
19.2%

分担金及び負担金 0.4%

諸収入 0.6%

道支出金 2.7%

地方譲与税 0.3%
法人事業税交付金 0.1%地方消費税交付金 1.9%

使用料及び手数料 1.3%
財産収入 0.4%

地方消費税交付金
の内、6,500万円
は社会保障費の財
源としています。

自
主
財
源

依
存
財
源

歳  出 予算額 内　　　　　　　容

議会費 4,399万円 議員報酬や議会活動のための経費

総務費 20億1,137万円 財産管理・町税事務や消防署運営などの経費

民生費 6億  701万円 高齢者や身障者の福祉などの経費

衛生費 6億6,099万円 保健、合併浄化槽、ゴミ等の環境対策の経費

農林水産業費 1億1,815万円 農林水産業の振興や深層水活用等の経費

商工費 2憶1,198万円 商工業・観光振興や世界自然遺産保護等の経費

土木費 1億5,766万円 道路整備、維持補修や除雪等の経費

教育費 9億7,331万円 小中学校や社会教育、体育館事業等の経費

公債費 7億6,397万円 事業を行うために借りたお金の償還金

職員費 8億8,687万円 職員の人件費

予備費 2,000万円 災害等、突然必要となった場合の予備費

計 64億5,530万円
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羅臼町の予算
●令和８年度予算の主な事業
◎総　務　費
防災備蓄機能付倉庫建設設計委託事業 190万円
全国瞬時警報システム整備事業

（受信機更新、アンテナ取付） 297万円

首都圏ハブ拠点を活用した人材獲得・
企業連携・地域プロモーション促進事業 297万円

町営住宅等建替推進事業 3億2,245万円
町営住宅ストック総合改善事業 1億3,002万円
地域公共交通支援事業 245万円
人材募集事業 1,298万円
業務用リッチクライアント端末整備事業 2,387万円
ＤＸ推進事業（書かない窓口整備） 350万円
観光地域づくり事業 2,164万円
ふるさと納税推進事業 7億円

◎民　生　費
介護職員人材確保支援事業 558万円
包括支援センター運営事業委託
[介護事業会計分] 1,250万円

放課後児童クラブ事業 1,996万円
子育て支援施設改修実施設計委託事業 2,532万円
乳幼児紙おむつ用ごみ袋支給事業 17万円
出産祝金支給事業 900万円
こども誰でも通園制度支援事業 18万円
小規模保育事業 2,864万円

◎教　育　費
外国語指導助手（ALT）事業（最大２名） 1,102万円
ＧＩＧＡ端末整備事業

（教諭用タブレット端末更新） 684万円

コオーディネーショントレーニング事業 114万円
北海道羅臼高等学校全国公募推進事業 976万円
北海道羅臼高等学校支援補助金

（高校魅力化補助金） 869万円

知床未来小学校併設幼稚園改修事業 5億3,987万円
中高生のための学び場提供事業 202万円
映像資料の保存活用事業 50万円
郷土資料館改修事業

（玄関ポーチ、施設前舗装） 478万円

アイヌ文化関係資料保存活用事業 1,784万円
町民体育館施設備品整備事業 471万円
学校給食センター設備改修事業
（空調機フィルター、厨房制気口、衛生配管） 1,584万円

◎土　木　費
除雪管理システム運用事業 654万円
橋梁長寿命化修繕事業 600万円
道路・排水施設等整備事業 800万円

◎衛　生　費
小児インフルエンザ予防接種助成事業 52万円
小児ＲＳワクチン予防接種事業 45万円
省エネ設備等普及促進事業補助金 300万円
水道管路情報デジタル化・漏洩リス
ク評価事業[水道事業会計分] 1,100万円

地域医療政策費負担金
[診療所会計分] 1億5,000万円

診療所医療機器整備事業(MRIリニ
ューアル)[診療所会計分] 1億   10万円

子ども医療費助成事業 1,012万円
合併処理浄化槽設置整備事業助成金 650万円
単独処理浄化槽撤去費用補助金 84万円
新規狩猟免許取得事業補助金 20万円
母子保健管理システム導入事業 433万円
妊婦健康診査交通費助成事業 89万円
根室北部衛生組合負担金等

（し尿処理） 7,869万円

根室北部一般廃棄物最終処分処理負担金 2,496万円
根室北部廃棄物処理広域連合負担金 1億 　694万円
生ごみ処理機購入助成事業補助金 45万円

◎農林水産業費
中山間地域等直接支払交付金 925万円
道営草地整備改良事業 255万円
ウニ種苗センター設備整備事業

（海水ろ過機設備、変圧器） 3,482万円

増養殖事業補助（ウニ種苗移殖、ヒト
デ駆除、ホタテ・ナマコ種苗放流） 2,086万円

昆布繁茂対策事業 375万円
漁村再生事業負担金
（漁港内照明LED化） 1,072万円

◎商　工　費
起業支援補助事業 750万円
住宅リフォーム補助金 100万円
知床らうす産業祭羅来楽運営補助 1,089万円
知床ルサ・プロジェクト
（ルサ川河川改修） 150万円

温泉供給設備・施設整備事業 2,944万円
町内キャンプ場ヒグマ誘引対策事業 452万円
羅臼オートキャンプ場改修事業
（受変電設備） 1,733万円

羅臼町農林漁業体験実習館周辺
土地取得事業 192万円
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　「自然を「守る」だけでな
く。減ってしまった自然を
回復させ、より豊かにし
ていく考え方です。」

 温泉の地熱を活用しています。
　温泉地熱を利用
したロードヒー
ティングや公共施
設の暖房など、地
域のエネルギーを
有効に活用し、CO2の削減に取り組んで
います。

 藻場の造成で海の森を育て、海洋
ごみ対策に取り組んでいます。

　昆布などの海藻
が育つ「藻場」を
造成し、世界自然
遺産のきれいな海
を守るため、海や
海岸のごみの回収を行っています。

持続可能な漁業を目指しています。
　サケ・マス資源
管理、稚魚放流、
漁場環境の維持な
ど「獲るだけでな
く育てる」漁業を
進めています。

 環境教育で未来を育てています。
　子どもたちへの
水産教室や、ふ
るさと少年探険
隊、クマ学習など
自然の大切さを学
び、次の世代へつなぐ活動を行っています。

ネイチャーポジティブ
ってなに？

羅臼町が進めている取り組み
（すでにやっていること）

羅臼町ネイチャーポジティブ宣言羅臼町ネイチャーポジティブ宣言
これまでも、これからも、自然とともに。

羅臼町は、今までも自然とともに羅臼町は、今までも自然とともに
生きてきました。生きてきました。

　羅臼町は、流氷がもたらす豊かな海、サケ・マ　羅臼町は、流氷がもたらす豊かな海、サケ・マ
スが遡る川、命を育む深い森という「海・川・森スが遡る川、命を育む深い森という「海・川・森
のつながり」に支えられてきました。のつながり」に支えられてきました。
　これまでも海や森を守り、資源を大切に使いな　これまでも海や森を守り、資源を大切に使いな
がら、豊かな自然を次の世代へつなぐ取り組みをがら、豊かな自然を次の世代へつなぐ取り組みを
続けてきました。続けてきました。
　近年、世界では「ネイチャーポジティブ（自然　近年、世界では「ネイチャーポジティブ（自然
を守るだけでなく、回復させ、さらに豊かにしてを守るだけでなく、回復させ、さらに豊かにして
いく考え方）」への関心が高まっています。いく考え方）」への関心が高まっています。
　羅臼町がこれまで大切にしてきた自然との関わ　羅臼町がこれまで大切にしてきた自然との関わ
り方は、まさにネイチャーポジティブの考え方そり方は、まさにネイチャーポジティブの考え方そ
のものです。のものです。
　本町のネイチャーポジティブ宣言は、「新しく　本町のネイチャーポジティブ宣言は、「新しく
始める」のではなく、これまで大切にしてきた自始める」のではなく、これまで大切にしてきた自
然との関わりを、これからの時代へつないでいく然との関わりを、これからの時代へつないでいく
意思を表したものです。意思を表したものです。

羅臼町は、これからも
自然の恵みを未来へつなぐため、 
町民・事業者・来訪者とともに

ネイチャーポジティブを進めていきます。

【お問合せ先：企画財政課　℡87-2114】



9 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

北海道東トレイル開通のお知らせ北海道東トレイル開通のお知らせ
　道東の３つの国立公園（釧路湿原、
阿寒摩周、知床）とまちをつなぐ歩く
旅の道「北海道東トレイル」の2026
年シーズンが始まりました。知床から
釧路湿原へと続く約410㎞ の道のりを、
地域の風景や人の営みを感じながら歩
くことができます。これから各地で歩
く人の姿が少しずつ増えていきますの
で、見かけた際にはぜひ温かく見守っ
ていただけると嬉しいです。なお、山
岳エリアは雪解けや路面状況を踏まえ
て、開通を予定しております。最新情報は北海道東トレイルウェブサイト及びSNSで随時お知らせ
いたします。

　北海道東トレイルは、自分のペースや目的に合わせて自由に歩くことができます。全線を通して
歩く「スルーハイク」、区間ごとに楽しむ「セクションハイク」、日帰りで気軽に歩くなど、多様な
楽しみ方が可能です。皆さんの町を通るトレイルを、まずは身近な区間から歩いてみませんか。ルー
ト地図は北海道東トレイルのウェブサイトで確認することが出来ます。トレイルを歩く際の注意事
項（ヒグマをはじめとした野生動植物や気候、地域への配慮、道路情報など）につきましても、ウェ
ブサイトよりご確認ください。

  北海道東トレイルウェブサイト：https://dototrail.org/  

2026年

トレイルの歩き方

北海道東トレイル運営事務局
北海道川上群弟子屈町川湯温泉2-2-6
川湯ビジターセンター内
TEL：080-2128-7689
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ありんこは月～金
9:30 ～ 11:30 まで
火・水は午後も開放！

禁煙と肺がん検診のススメ禁煙と肺がん検診のススメ
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8
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て
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し
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！
0
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ね
！

　タバコの煙には多くの化学物質が含まれており、そのうち約70種類に強い発がん性が確
認されています。
 喫煙により引き起こされるのが、肺の生活習慣病といわれる「COPD（慢性閉塞性肺疾患）」です。
タバコによる炎症により呼吸機能が著しく低下し、一度壊れた肺は二度と元に戻りません。また、
発がん物質の直接的な影響で、「肺がん」のリスクは非喫煙者の数倍に跳ね上がります。
 禁煙は家計にも大きな恩恵をもたらします。例えば、１箱600円のタバコを１日１箱吸う場合、
禁煙すると年間約21万9,000円を節約で
きます。健康とゆとりある生活を同時に
手に入れることができます。
 最も大切なのは「手遅れ」を防ぐこと
です。肺がんは初期の自覚症状が乏しく、
気づいた時には進行しているケースが少
なくありません。だからこそ、定期的
な「肺がん検診」による早期発見・早期
治療が大切です。早期に見つけることで、
完治の可能性は飛躍的に高まります。
　自分や大切な人の未来を守るために、
まずはがん検診を受けてみませんか？ 【お問合せ先：保健福祉課　℡87-2161】

☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）

＊６/23㈫は発達支援事業で使用するため子育て開放はお休みになりますのでご了承ください。
＊毎週火・水・木曜日の13時～16時半まで一時預かりを行っています。事前にお申込みください。
＊お問合せ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡88-1515

６月１日㈪ママの日♪　　　　　　６月３日㈬未来幼稚園訪問　　　　６月５日㈮すくすく広場
６月10日㈬運動遊び　　　　　　　６月17日㈬ありんこ広場　　　　　６月18日㈭絵本作り
６月19日㈮絵本読み聞かせ　　　　６月23日㈫発達支援事業　　　　　６月24日㈬ミニミニ運動会
６月26日㈮のびのび広場　　　　　７月１日㈬未来幼稚園訪問　　　　７月３日㈮すくすく広場
７月６日㈪ママの日♪　　　　　　７月８日㈬ありんこ広場　　　　　７月15日㈬ありんこ広場
７月17日㈮絵本読み聞かせ　　　　７月22日㈬運動遊び　　　　　　　７月27日㈪計測
７月29日㈬ありんこ広場　　　　　７月31日㈮のびのび広場

♪６月・７月のありんこ情報♪♪６月・７月のありんこ情報♪
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～みんなで育む･みんなの診療所～～みんなで育む･みんなの診療所～

知床らうす国保診療所通信知床らうす国保診療所通信

【予約・お問合せ先：知床らうす国民健康保険診療所　℡87-2116】

研修医紹介

　診療所では進学・就職時の健康診断や、企業で働く従業員様向けの健康
診断を実施しています。健診内容や金額など各種コースがありますので、
まずはお電話にてお気軽にお問合せください。
★雇い入れ・事業所健診　5,500円～12,100円
★船員手帳健診　9,570円～18,590円

　その他ドックも従来通り実施しております。
★人間ドック　38,500円～42,500円
　★心臓ドック　55,000円（役場の助成金利用で25,000円）
　★脳ドック　　33,000円（役場の助成金利用で18,000円）
　★胃がんドック（胃カメラ）　15,400円（役場の助成金利用で8,400円）
　　　　　　　　　　　　　　　※+2,200円でピロリ菌検査できます
　★肺がんドック（CT検査）　11,000円
　★大腸がんドック（大腸カメラ）　19,800円

　松江市立病院２年次研修医の長尾拓映と申します。私は鳥取県米子市の
出身でこれまで北海道、特に道東の地を訪れたことは一度もありませんで
したが、縁あってこの知床羅臼という素晴らしい場所で研修の機会をいた
だきました。この度の研修では、専門分野にとらわれず、皆さんの生活に
寄り添った医療を深く学びたいと思っております。まだまだ至らぬ点も多
い若輩者ですが、一人ひとりの患者さまと誠実に向き合い、少しでも町の
お役に立てるよう全力を尽くします。どうぞよろしくお願いいたします。

　羅臼町の皆様、初めまして。この度、１か月間研修させていただきます、
埼玉石心会病院研修医２年目の平川勝地と申します。
　北海道は修学旅行で行ったことはありますが、知床は初めてです。世界
自然遺産の地域で研修できることを楽しみにしています。
　羅臼町の皆様の助けになるように精一杯努めますので、何卒よろしくお
願いします。

　はじめまして、埼玉石心会病院初期研修医の佐久間陸矢と申します。
　この度、知床らうす国保診療所で１か月間勤務させていただくこととな
りました。
　初めての地で勤務する高揚感、同時に緊張感もございますが、微力なが
ら皆様のお力添えができますよう尽力いたします。
　短い期間ではございますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

長尾　拓映

平川　勝地

佐久間陸矢

初期研修医３名をご紹介します

各種各種
健康診断健康診断のの
お知らせお知らせ
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令
和
８
年
４
月
27
日
㈪
に
、

知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
様

よ
り
双
眼
鏡
、
単
眼
鏡
そ
れ
ぞ

れ
１
台
、
シ
ャ
チ
な
ど
に
関
す

る
図
書
17
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ

は
、
今
年
で
創
業
20
周
年
を
迎

え
、﹁
た
く
さ
ん
の
人
に
シ
ャ

チ
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
図
書
館
の
２
階
回
廊
部
分
か

ら
シ
ャ
チ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
双
眼

鏡
・
単
眼
鏡
で
見
る
と
よ
り
詳

細
に
シ
ャ
チ
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
図

書
は
、
シ
ャ
チ
な
ど
羅
臼
に
ゆ

か
り
の
あ
る
動
物
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
図

書
の
た
め
、
双
眼
鏡
・
単
眼
鏡

で
の
観
察
と
一
緒
に
利
用
し
て

も
ら
う
と
よ
り
生
態
に
つ
い
て

知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
様
よ
り

　
町
内
の
幼
稚
園
児
と
小
学
１

年
生
を
対
象
に
、
移
動
図
書
館

バ
ス
か
も
め
号
の
利
用
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
、
か
も
め
号
で
の
本

の
借
り
方
や
本
の
扱
い
方
な
ど

を
知
っ
て

も
ら
う
機

会
と
し
て

毎
年
実
施

し
て
い
ま

す
。
今
年

度
も
子
ど

も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
本
と
の

出
会
い
を
届
け
る
べ
く
、
巡
回

し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
寄
贈
い
た
だ

い
た
方
は
70
名
、
本
の
冊
数
は

６
８
１
冊
で
し
た
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
本
は
、
図

書
館
の
蔵
書
と
し
て
受
け
入
れ

た
り
、
古
本
市
で
町
民
の
み
な

さ
ん
へ
還
元
し
た
り
す
る
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
寄
贈
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
書
店
員
が
選
ぶ

２
０
２
６
年
一
番
売
り
た

い
本（
国
内
小
説
部
門
）
は
、

朝
井
リ
ョ
ウ
著
の﹃
イ
ン
・

ザ
・
メ
ガ
チ
ャ
ー
チ
﹄
で
し

た
。

　
翻
訳
小
説
部
門
で
は
、
メ

リ
ッ
サ
・
ダ
・
コ
ス
タ
著
／

山
本
知
子
訳
の﹃
空
、
は
て

し
な
い
青
﹄
で
し
た
。

町
内
幼
稚
園
・
小
学
校
に
て

か
も
め
号
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

た
く
さ
ん
の
寄
贈
本
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

図書
館だより

ご寄贈いただき
ありがとう

ございました！

図
書
館
Ｈ
Ｐ
へ
は

こ
ち
ら
か
ら

　
ど
ち
ら
の
本
も
図
書
館
で

受
入
済
み
で
す
。
貸
出
中
の

場
合
は
、
予
約
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
本
屋
大
賞
２
０
２
６

●
本
屋
大
賞
２
０
２
６

双
眼
鏡
・
単
眼
鏡
・

双
眼
鏡
・
単
眼
鏡
・

　 
図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
双
眼
鏡
・
単
眼
鏡
は
、
２
階

回
廊
に
常
設
し
て
い
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
の
予
約
・
申
込
み

等
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
※
使
用
上
の
注
意
※

①
双
眼
鏡
や
単
眼
鏡
で
太

陽
を
直
接
見
な
い
（
失

明
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
）

②
使
用
後
は
レ
ン
ズ
カ

バ
ー
を
付
け
る
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·割れたガラスや看板の落下に注意する。
· 自動販売機やブロッ
ク塀から離れる。

· 運転中の場合は徐々
に速度を落とし、路
肩に車を止める。

〈避難準備の際に注意する点〉
· 交通網が遮断して帰宅が困難になっている
場合もあるため、むやみに移動せず、安全
な場所に留まりましょう。

あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識
日頃から地震への備えを

第57弾

【お問合せ先：総務課 防災担当　℡87-2111】

　令和８年４月20日午後４時52分頃、三陸沖を震源とするマグニチュード7.7の地震が発生しま
した。気象庁は「北海道・三陸沖後発地震注意情報」を発表し、１週間程度、平時よりも巨大地震
の発生に注意し、地震への備えを徹底するよう呼びかけました。その注意情報の対象地域の中には
羅臼町も含まれていました。
　町でも様々な防災対策を進めておりますが、町民のみなさん一人一人が日頃から備えをしておく
ことも大切です。今回は地震発生時に注意する点や、地震が発生する前から注意しておかなければ
ならない点について紹介します。

·頭を保護し、丈夫な机の下に隠れる
·窓や大きな家具等から離れる。
·揺れがおさまるまでは外に出ない。

〈避難準備の際に注意する点〉
·ドアや窓を開け、避難口を確保する。
· ガスの元栓を閉
め、 電 気 の ブ
レーカーを落と
す。

　自分が日頃過ごしている環境周辺にどの災
害に対応した避難所があるのか確認しましょ
う。また、避難場所が広い場合には集合場所
を決めておくことも有効です。
　以下のQRコードを読み取るとWEB版の羅
臼町防災ハザードマップサイトにアクセスで
きます。WEB版では日本語版の他に、英語・
中国語（簡体字・繁体字）・
韓国語に対応しており、外国
人労働者や観光客の方にもご
利用いただけます。

·災害用伝言ダイヤル『１７１』
　 １伝言あたり30秒以内で、安否情報を録
音・再生できる声の伝言板です。

　 毎月１日・ 15日に体験利用をすることが
可能です。
·災害用伝言板
　 携帯電話各社が提供するサービスで、災害
発生時に、文字メッセージを掲示板に残す
ことが出来ます。

地震発生時

日頃から確認しておくこと

建物内にいた場合

避難する場所を確認

屋外にいた場合

災害時の連絡方法を確認
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よろしくお願いします

2町民環境課
3 会計年度職員から正
職員として採用され
ました。

　 今年度もよろしくお
願いいたします。

1有
アリムラ
村　　彩

アヤ

　 今年度もよろしくお

2社会教育課
3  初めての職種で何も
かもわかりませんが、

　 早く仕事に慣れるよ
うに頑張っていきま
す。

1平
ヒラ
野
ノ
悠
ユウ
斗
ト

　 早く仕事に慣れるよ

2産業創生課
3 日々の業務で仕事だ
けではなく、北海道
の方言や風習を学び
ながら羅臼町の職員
として精進します。

2町民環境課
3 町民の皆様のお役に
立てるよう、一生懸
命頑張っていきたい
と思います。

1水
ミズサワ
澤　はるみ

2知床未来幼稚園
3 子ども達が毎日楽し
く、安心できると感
じられる幼稚園教諭
を目指して頑張りま
す。

2保健福祉課
3 一日でも早く仕事を
覚え、地域の皆様に
信頼される職員にな
れるよう努力してい
きたいです。

1向
ムカイ

真
マ ユ コ
悠子

2保健福祉課
3 生まれ育った羅臼町
に恩返しをするため
微力ながら尽力させ
ていただきます。

2学務課
3 仕事や羅臼での環境
に慣れていきたいで
す。

1元
モト
木
キ
七
ナナ
海
ミ

2企画財政課
3 羅臼町の職員として、
町民の福祉の向上に
資していきたいと考
えております。

1二
ニ キ
木　　均

ヒトシ

新規採用職員紹介新規採用職員紹介 1名前　2所属　3今後の抱負

新たに９名の職員が
加わります！

皆様、どうぞよろしく
お願いいたします

1小
オ ノ
野 昇

ショウ
太
タ

1小
コ
林
バヤシ

璃
リ イ
衣

1洲
ス
崎
ザキ

一
イチ
会
エ
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笹崎隊員 岩佐隊員

次回次回
掲載します！掲載します！

山口隊員

　2023年５月21日、初めて羅臼に来た日私は大分県から車とフェリーでやってきまし
た。『北の国から 遺言』が大好きで、いつか羅臼に行ってみたいと思っていたため応募
しました。移住してきた日は時折、雨が降っており、曇り空の下、標津町の海沿いを走っ
て羅臼に向かっているときは不安と北海道を車で走っているという気持ちよさを感じな
がら運転していました。誰も知らない町に引っ越すという不安感が大きかったです。町
民の方々と繋がって、その輪の中で町のために何かできるようになるのだろうかという思いでした。あれか
ら３年が経ちました。この町では、感動させられること、すごいなあと思わされることが沢山ありました。
ただ、一方で正直、ツラく、きついことも多くありました。それが今ではこの町でこれからも暮らしていき
たいと思い、個人事業主として開業するまでになれました。町内のお友達と話していると「雨ちゃん、もう
６年間ほど住んでるんだっけ？」とお互いに錯覚してしまうほどになれました。（笑）でもそれは、完全に
本心で、いつも声を掛けてくださったり、情報発信の取材に親切に、あたたかく協力してくださった町民の
皆さんのおかげです。皆さんがそうして接してくださったから、任期である３年間を満了することができま
す。心より、感謝申し上げます。ありがとうございました。なお、今後も引き続き、当町の魅力情報発信を
SNS中心に行なって参りますので、よろしくお願い致します。最後に告知ですが、今夏６月５日～７月24
日の期間、知床羅臼ビジターセンター内で写真展を開催させていただきます！ぜひお越しいただけますと幸
いです^^  （企画財政課地域おこし協力隊：近藤）

「地域おこし協力隊を卒業します」

　４月より地域スポーツ推進コーディネーターとして山口県から羅臼町にきました、元
久穂乃花（もとひさほのか）と申します。本州の端の端から北海道の端の端までやって
きたので、自動的に本州縦断、北海道横断を同時達成したわけです。
　暖かく、桜も咲き始めていた山口県から羅臼町に降り立ってびっくり。寒いんです！
寒くて寒くて、あまりの寒さに引っ越し２日目に大風邪でダウン。幸先の悪いスタート
となりました。
　というお話を新聞に投稿したところ、これまたびっくり。掲載されてしまいました。北海道中に恥をばら
まいたわけです。その後、町民の方に「地域おこし協力隊で来た元久です」と挨拶をすると、新聞の?!と言
われまたまたびっくり。これじゃおちおち悪いこともできません。
　これから羅臼町で楽しく、おいしいものを食べて、おさかな釣りをして、おいしいものを食べて、あそん
で、あそんで、仕事も頑張ろうと思います。おいしいもの情報だとか、いい釣り場情報だとか、あとはスポー
ツのことだとか、色々教えていただければ幸いです。
　みなさまよろしくお願いいたします。 （社会教育課地域おこし協力隊：元久）

「はじめまして！」

　はじめまして、助産師の筒井です。大阪から来ました。４月より町役場の保健福祉課
で地域おこし協力隊として活動を始めました。羅臼町に来て１ヶ月が経ち、日々変化す
る海や山の美しさに感動しています（ありきたりな感想で申し訳ありません(^^;)）。驚
いたのは、18時以降ほとんど人が歩いていないこと、そして朝日が昇るのがとても早
いこと！夜型の私にとっては、良い生活改善の機会だと感じています(;^_^A)。
　先日は乳幼児健診や１歳６か月健診、３歳児健診でお母さんやお子さんとお会いする機会をいただきまし
た。私の得意分野は乳房ケアです。羅臼町では、産後のお母さんがケアを受けるために１時間かけて通われ
ていると聞き、町内で安心して必要なケアが受けられる環境を整えたいと考えています。微力ですが、少し
でも町の皆さまに寄り添い、支援できるよう努力していきます。
　また、最近、昆布のお造りやどすいかのお造り、フライをいただく機会があり、その美味しさに感動しま
した！食文化の豊かさも、羅臼の魅力の一つですね。
　町で見かけたら、どうぞお気軽にお声かけください。これからよろしくお願いします！

（保健福祉課地域おこし協力隊：筒井）

「新たな故郷羅臼で感じたこと！」
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みんなでまちづくり

城下町ののわだいわだい
町では協働のまちづくりを推進しています。
ここでは、町民や団体が自らの意思で「協働のまちづくり」を
実践している方々を中心に取り上げ掲載して行きたいと考えて
います。みなさんも「協働のまちづくり」にご参加ください！

みんなでまちづくり

城下町城下町城下町城下町城下町城下町城下町城下町
みんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくり

　自主グループ「クリオネの会」が実施してい
るふまねっと運動教室に通算100回参加された
方へ、町から「いきいき元気で賞」の表彰状を
お渡ししました。地域の皆さんの健康のために
と自主的に教室を行ってくれているクリオネの

会の皆さんとその教室に
継続して参加下さってい
る町民の皆さん全てに感
謝申し上げます。
　ふまねっと運動は、認
知機能と運動機能の向上
に効果的な運動です。い
つまでもいきいきと健康
で暮らせるようにこれか
らも楽しく続けていきま
しょう。

３月26日㈭

　町内において「道の駅クリーンアッ
プ大作戦2026春の陣」を実施しまし
た。当日は道路や漁港周辺を中心に清
掃活動を行い、大型連休を前に道の駅
をきれいにすることが出来ました。回
収されたごみの総量は約90㎏となり、
活動の成果が感じられる結果となりま
した。道の駅での清掃活動終了後には、
熊の湯周辺、ソスケ地区のゴミ拾いも
行いました。ご参加、ご協力いただき
ました皆さんに心より感謝申し上げま
す。

道の駅クリーンアップ大作戦2026
春の陣の実施4月23日㈭

ふまねっと運動
表彰式を行いました!!
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　５月15日、吉幾三さんが羅臼後援会10周年を記
念し、羅臼町を訪問のうえ知床未来中学校での音楽
交流事業と記念トーク＆ライブを行いました。
　音楽交流事業では、全校生徒を対象に特別授業を
実施し、自ら作詞・作曲された校歌に込められた思
いや歌唱指導を行ったほか、生徒たちへ激励の言葉

が送られました。
　その後、旧春松小学校体育館で開催されたトー
ク＆ライブでは、代表曲『雪國』を含む名曲を熱
唱、羅臼との思い出トークや町民との掛け合いな
どが行われ、多くの観客でにぎわいました。会場
は吉さんと司会者の軽快な掛け合いもあり、終始
笑いと温かい雰囲気に包まれた節目を祝う記念イ
ベントとなりました。

　春の全道火災予防運動期間に合わせて、知床未来幼稚園
幼年消防クラブ17名の子ども達が消防署にて一日消防士
の委嘱を受けました。

　「防火の誓い」の後、はしご車体験と放水
訓練を行い、緊張の表情を見せながらも目を
輝かせ日常にはない貴重な体験となりました。
　５月となりましたが、まだ空気は乾燥し火
災が発生しやすくなっています。ストーブを
使用するご家庭が多いと思いますが、火の取
り扱いには注意していただきますようご協力
お願いいたします。

４月27日㈪

４月28日㈫

　冬期間通行止めとなっていた知床横断道路が、
ゴールデンウィークを目前に開通しました。ゲート
前には町内外からの車が列をなし、開通を待ちわび
た様子でした。これからはじまる夏の観光シーズン
の到来とともに、多くの観光客の来訪が期待されま
す。通行の際は交通安全に十分ご留意ください。

知床横断道路が開通しました知床横断道路が開通しました

一日ちびっこ消防士伝達式

５月15日㈮ 吉幾三さん羅臼後援会吉幾三さん羅臼後援会
10周年記念事業10周年記念事業
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（税務担当通信）

　令和７年度の町税をまだ完納されていない方は、早急に納税してく
ださい。
　また、町税を納期限後に納められた場合、遅れた日数に応じて延滞金が加
算されます。

※休日窓口の終了時間変更のお知らせ
　今年度より、休日窓口の終了時間が午後５時から午後３時に変更となりました。
　ご利用の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　現在、令和８年度町税の納税通知書の発送準備を進めています。
　漁期切上げ時の一括納税や、ある時払い等をされている方は、納期内納税に努めるようお願いし
ます。

　納期内に納税がむずかしい方は、分割納税など納税相談にも応じています。
　その際は、納税通知書が発付される６月中に、町民環境課税務担当へ必ずご相談ください。

町税の納付をお済ませください

納税通知書の発送準備について

納期内納税が難しい場合

休日・夜間窓口のご案内

【 休日 】
９：00

　～15：00
【 夜間 】
～19：00

５月31日㈰
６月28日㈰

５月29日㈮
６月30日㈫

！滞納整理を強化しています
納期限を過ぎた場合は、
１．延滞金が発生します。
２．督促状・催告書が届きます。
相談のないまま滞納が続くと、、
３．財産調査や差押えを行う場合があります。
納付が難しい方は、必ず早めにご相談ください。    

令和７年度　令和７年度　滞納処分に係る催告・調査・差押等の状況滞納処分に係る催告・調査・差押等の状況
●催告及び滞納処分に係る調査

●差押・交付要求等の滞納処分

催告書送付 差押予告書 給与等調査 生命保険等
調査

預貯金等
調査

滞納者の
実態調査 計（延べ数）

３月実施件数 4 2 0 0 27 0 33

計（延べ数） 324 37 14 2,652 1,527 88 4,642

預貯金
差押

各種保険
差押

国税還付
金差押

各道税
還付金差押 給与差押 その他

債権 動産差押 不動産
差押

捜索（自宅、
関係場所等） 計（延べ数）

３月実施件数 0 0 53 0 0 0 0 0 0 53

計（延べ数） 16 3 113 3 2 1 0 0 0 138

令和８年３月31日現在

令和８年３月31日現在
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ヒグマの目撃やシカなどの動物の死骸を発見した際は、
産業創生課（℡：８７－２１２６）までご連絡ください。

● 生ごみは外に置かない、魚は２階などクマが届かない場所に干す、ごみは収集時間の直前に出す
など、みなさんのご協力をお願いします。

● クマの目撃や被害の連絡が無かったり遅れたりすると、クマの対応も適切に実施できず遅れるこ
とになります。極力速やかな役場への連絡をお願いします。

油断は禁物！　クマ対策のお願い油断は禁物！　クマ対策のお願い

３月、４月のヒグマ対応状況
◆対応件数４件（前年度０件）
　◇このほか今年は１月にも足跡の確認がありました。

３月、４月のヒグマ駆除状況>
◆駆除件数０件（前年度０件）

ヒグマヒグマのの対応状況を対応状況を
お知らせしますお知らせします

　クマの目撃・出没状況、捕獲状況や対策などの情報を2ヶ
月毎にお伝えします。
　今年の春はまだクマ情報が少ない状況ですが、油断せず
に人の生活圏に近づくようなクマを作り出さないよう、み
なさまの日ごろからのご協力をお願いします。
　全国的には春の山菜取りの事故の確率が最も高くなって
います。なるべく音を出して複数人で入山してください。

24時間対応

今年は羅臼町でも１月に足跡が
確認されました。

（１月17日に相泊付近にて）

北海道警察採用案内ホームページ→

問合せ・受験案内配布先

【受 付 期 間】 ７月１日㈬～８月14日㈮
【１次試験日】　９月13日㈰
【募 集 年 齢】
　 Ａ・Ｂ区分とも平成３年４月２日から
平成21年４月１日までに生まれた方

【受 付 方 法】
　 原則、北海道電子自治体共同システム
による電子申請となります。

【試 験 地】
　 中標津警察署を含む全道22箇所及び
青森、東京

中標津警察署 警務課
℡ 0153-72-0110

令和８年度 第２回
北海道警察官

採用試験の受験者募集
自動車税の納期限です自動車税の納期限です

６月１日は

根室振興局　税務課納税係まで
℡ 0153-24-5466（直通）

　自動車税は、４月１日現在で運輸支局に登録さ
れている自動車の名義人（所有者）にかかる税金
です。
　納税は金融機関、郵便局またはコンビニエン
スストアのほか、スマートフォン等を使用して
キャッシュレスで納税することもできます。
　６月１日までに必ず納めましょう。

納税に関するご相談は…



編集／羅臼町 企画財政課 企画財政係
　　　〒086-1892 目梨郡羅臼町栄町100番地83
　　　☎0153-87-2114
　　　https://www.rausu-town.jp世界自然遺産のまち・知床羅臼町

わたくしたちは、雄大な知床連峰と、オホーツ
クの海原の大自然にはぐくまれた、羅臼の町民
です。
●自然を愛し先人の強い意志をうけつぎます。
●健康で明るくたのしい家庭をつくります。
●教養を高め、豊かな情操を育てます。
●仕事に誇りをもち、はたらく喜びに生きます。
●子どもたちの夢と、若い力を育てます。

人 の 動 き 羅臼町民憲章
（昭和45年9月15日制定公示）

赤ちゃん誕生おくやみ申し上げます （敬称略）（敬称略）（敬称略）

■広報らうす 令和８年５月号

♦表紙：知床未来小学校入学式

令和８年４月末現在　（　）内は令和８年３月末対比
人口　4,083人　（－  4）　男　2,071人（±  0）
世帯　1,996世帯（＋13）　女　2,012人（－  4）

　２校、２園が一つとなり、新たなスタートを切った知床未来
小学校と知床未来幼稚園。令和８年４月６日に小学校の入学式、
10日に幼稚園の入園式が行われました。
　真新しいランドセルを背負った子どもたちは、少し緊張しな
がらも笑顔いっぱいでした。また、新しい校歌・園歌は、加藤
登紀子さんが制作し、知床の自然や未来への思いが込められた
歌声が、新たな門出を彩りました。

　雪解けも進み羅臼にもようや
く春が訪れましたね。
　幼稚園と小学校がそれぞれ統

合され、知床未来幼稚園・知床未来小学校と
して新たなスタートをして、子供たちが元気
に通っています。
　少子化が止まらない今の日本の現状はとて
も厳しいものがありますが、羅臼町は、子供
たちが生まれる前の妊娠期から成人を迎える
までの18年間、安心して子育てができて健
やかに成長していける育児や教育などの環境
整備や支援の充実を目指しています。
　全国の自治体でも例のない一人目から出産
祝い金50万円やその他の子育て支援や給食
費の無償化などの支援策を用意していますの
で、お気軽にご相談ください。「子供たちは
未来を担う地域の宝」です。
　羅臼町はこれからも安心して子育てができ
る環境づくりを進めていきます。

子育てしやすい
環境づくり
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